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フ ィ ル タ上 エ ア ロ ゾル サ ン プル の 複素 屈 折率虚数 部 の 測 定

＊ 青木輝 夫 ・朽木勝幸 ・庭 野匡思 （気象研究所）

　 　 　 　　 　 　 　 　 は じ め に

　 フ ィ ル タ上 に採取 した エ ア ロ ゾ ル の 吸収特性 を

測定する に は
一一

般 に 透過率や反 射率 を測 定す る方

法が 良 く用い られ るが、粒子 に よ る散乱 の 効 果 や

フ ィ ル タ の 光 学特 性 が 測 定精度 に影 響 す るた め 、

透 過 率や 反 射 率 を特 定 の 方 向 の み で 測 定 す る方 法

で は誤 差 が 大 き い 。そ こ で 、積分 球 と分光器 を用

い て 、
フ ィ ル タ に対す る 透過 光及び 反射 光 の 全 成

分 の 寄 与 を波 長 別 に 測 定 す る 装置 を開発 し、ダ ス

トの 複素屈 折 率 の 虚 数部 を測 定 し た 。

　　　　　　　　　測 定原理

　 図 1 に 測 定装置 の 概念図 を示す 。A に フ ィ ル タ （or

素通 し）、B1、　 B2、　 T に 白色 版 （WR ）を セ ッ トする

こ とに よ り透過率を測定 し、A を素通 し、　 Bl に フ ィ

ル タ （or　WR ）、B2 に WR （or フ ィ ル タ）、T に WR
を セ ッ トす る こ とに よ り、反射 率 を測定 す る。反射

率の 測定時 に 、T に トラ ッ プ を セ ッ トすれば、フ ィ

ル タ か らの 鏡 面反 射成分 を除く こ とが で き る。

　 フ ィ ル タ及 び サ ン プ ル の 反 射率 と透過 率 をそ れ

ぞれ 、 rf
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とお き、図 2 の 様 に フ ィ ル タ とサ

ン プ ル 間の 多重反 射 を考慮す る と、系全体の 反 射率

と透過率は それ ぞれ、
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と表す こ とが でき る。こ こ で、添 宇 の dirと difは直

達成 分 （平行 光源 ） と散乱 成分 （フ ィ ル タ及び サ ン

プ ル に 対す る透過光 と反射 光） を意 味す る。 rs、　 ts

が 求まれ ば、吸収率が 求ま る。一方、サ ン プ ル 重量

と比重 を測 定また は仮定する こ とによ り、吸収 率か

ら物質の 体積 吸収 係数 β。が 求 ま り、波長 λ にお け る

複 素屈 折率 の 虚 数部 は n，
＝λBa！4π よ り求ま る。

　測 定手 順は 始 め に未使用 フ ィ ル タ の 反 射率 と透

過 率 を測定 し、次 に エ ア ロ ゾル サ ン プ ル を採 取 した

フ ィ ル タ の 反射 率 と透過 率 を測 定 す る 。 簡 易的 な方

法 と し て 、透過 率及 び反射率 が dirと difに 対 し て 同

じ で あ る と仮定 す る と、上 記 の 測定 の み か ら式

（1）一（2）に よ っ て rs、　tsが 決 ま る。　 dirと difを区別 す る

とき に は、2 枚重 ね の 未使 用 フ ィ ル タ及 び 、 裏返 し

に したサ ン プ ル フ ィ ル タ に対 す る反 射率 と透過 率

の 測定 か ら、イ  ぜ
ゲ

，∫梦
厂

，’野がそ れ ぞれ決 ま る 。

　　　　　　　　　測 定条件

　 ダス トは 中国 タ ク ラ マ カ ン 沙漠 の ゴ ビ 土 壌サ

ン プ ル を使用 し、水 に混ぜ て nuclepore フ ィ ル タ

で 濾過 した 。 サ ン プ ル 重 量 は濾 過 前 後 の フ ィ ル タ

重量 か ら求め 、密度 は 2．69／cm3 と仮定 した 。

　　　　　　　　　測 定結果

　ダス トの フ ィ ル タ上 重量 を 5 通 り変え た場合 の 複

素 屈折率 測定結果 と既存デ ータ ベ ー
ス を図 3 に 示 す 。

波長 1．0 μm よ り も長波長側 で測 定結果 にば らっ き

が 大き い 理 由は 、光源 が 暗 い こ とに よ る SN 比 が

悪 い た め で あ る 。 フ ィ ル タ上 重量 の 違 い に よ る 測定

結果 の ばらつ きは、数 10％程度 で あっ た 。既存 の デ
ー

タ と比 較す る と、Myhre （2003 ） の 結果 に最 も近

く、OPAC に比 べ る と吸収 が 1桁近 く小 さか っ た 。

測 定方 法 と し て 、dirと difを 区別 した場合 と簡易的

な方法 で の 差は 非常に 小 さ か っ た 。

図 1 積分球型透過率 ・反 射率測定装置。測定対 象

に 合 わ せ て 、A 、　Bl、B2 に フ ィ ル タ 及 び 白色版 （WR ．）

を、T に は トラ ッ プ また は WR をセ ッ トす る 。
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図 2　 フ ィ ル タ とサ ン プ ル 問 の 多重 反射 に よる各 成

分か ら寄与 。
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ダ ス トの 複素屈折率測 定結果 （細線） と既 存

の 測定 結果 及 びデー
タベ ー

ス
。
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